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琉球歴史浪漫の会顧問、劇作家●　亀　島　　靖

地域 の 目 シリーズ⓳

   C
hiiki no M

e

毎
月
第
三
水
曜
日
午
後
七
時
、
登

録
年
齢
が
な
い
た
め
に
平
均
年

齢
が
わ
か
ら
な
い
中
高
年
（
？
）
の
男

女
が
つ
ど
う
集
会
が
あ
る
。
登
録
会
員

は
、
二
十
七
名
、
構
成
員
は
沖
縄
県
観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
友
の
会
会
員
、
那
覇

市
街
角
ガ
イ
ド
、
那
覇
市
観
光
案
内
所
、

久
高
島
、
旧
知
念
村
文
化
財
案
内
講
師
、

中
城
城
跡
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
、
と

み
し
ろ
史
跡
友
の
会
、
糸
満
市
観
光
市

民
ガ
イ
ド
、
う
ら
お
そ
い
歴
史
ガ
イ
ド

の
会
、
沖
縄
平
和
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
ま

た
那
覇
バ
ス
、
東
陽
バ
ス
、
沖
縄
バ
ス
、

中
部
観
光
バ
ス
の
指
導
員
、
個
人
タ
ク

シ
ー
の
経
営
者
三
名
等
、
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
る
。

  　

会
員
は
い
ず
れ
も
現
場
経
験
五
年
以

上
と
い
う
ベ
テ
ラ
ン
で
、
文
字
通
り

沖
縄
観
光
最
前
線
の
人
材
ば
か
り
で
あ

る
。
こ
の
メ
ン
バ
ー
が
、
毎
月
、
懇
親

と
研
修
を
兼
ね
て
集
う
の
が
「
琉
球
歴

史
浪
漫
の
会
」
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
一

家
言
を
持
つ
口
う
る
さ
い
年
齢
の
御
仁

ば
か
り
で
、
自
由
に
す
る
と
収
拾
が
つ

か
な
い
の
で
、
一
応
、
会
則
を
作
り
役

員
を
お
い
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
役
員

に
な
る
と
苦
労
が
多
く
、
早
く
年
を
と

る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、
断
る
人
物

は
い
な
い
。

　

会
の
発
足
の
原
因
は
、
平
成
十
六
年

二
月
に
実
施
さ
れ
た
沖
縄
県
観
光
産
業

人
材
育
成
事
業
の
中
の
歴
史
・
世
界
遺

産
ガ
イ
ド
養
成
講
座
で
あ
る
。
プ
ロ
の

歴
史
ガ
イ
ド
を
養
成
す
る
講
座
だ
が
、

会
員
は
、
こ
の
講
座
に
参
加
し
た
メ
ン

バ
ー
で
、
講
座
の
終
了
後
、
別
れ
別
れ

に
な
る
の
が
残
念
と
言
う
こ
と
か
ら
、

自
然
発
生
的
に
生
ま
れ
た
の
が
「
浪
漫

の
会
」
で
足
か
け
六
年
を
迎
え
る
こ
と

に
な
る
。
毎
月
、
発
表
担
当
者
を
決
め
、

現
場
で
の
問
題
、
各
地
域
の
歴
史
、
文

化
、
等
を
研
修
し
て
い
る
。
年
に
一
度

は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
「
ウ
ン

ジ
ャ
ミ
」
等
の
文
化
行
事
等
を
視
察
し

て
実
体
験
を
積
ん
で
い
る
。
時
に
は
、

伊
平
屋
島
、
伊
是
名
島
、
久
米
島
、
奄

美
大
島
等
に
で
か
け
て
史
跡
の
勉
強
会

な
ど
も
実
施
し
て
い
る
。

　

会
が
継
続
し
て
い
る
大
き
な
理
由

は
、
会
員
個
人
の
参
加
努
力
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
会
員
一
人
一
人
が
琉
球
歴

史
に
魅
力
を
感
じ
て
い
る
こ
と
に
他
な

ら
な
い
。
学
校
で
教
わ
ら
な
い
琉
球
史

に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
疑
問
点
が
残
さ
れ

て
お
り
一
人
で
解
決
す
る
に
は
困
難
な

面
が
あ
る
が
、
会
員
お
互
い
で
議
論
す

る
こ
と
で
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
見
え
て

く
る
場
合
が
多
い
。

　

例
え
ば
、
①
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
の

ル
ー
ツ
は
、
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
？
②

な
ぜ
、
小
国
琉
球
が
、
国
際
大
国
中
国

か
ら
五
百
年
間
も
優
遇
措
置
を
受
け
ら

れ
た
の
か
？
③
な
ぜ
、
琉
球
の
進
貢
船

は
、
洋
上
で
一
度
も
倭
寇
に
襲
わ
れ
な

い
の
か
？
④
日
本
初
の
全
身
麻
酔
手
術

を
行
っ
た
高
嶺
徳
明
と
は
、
ど
ん
な
人

物
な
の
か
？
⑤
沖
縄
県
の
世
界
遺
産
の

半
分
近
く
を
作
っ
た
、
名
君
・
尚
真
王

と
は
？
⑥
源
為
朝
の
琉
球
渡
来
は
真
実

か
？
⑦
な
ぜ
、
台
風
の
多
い
沖
縄
で
、

グ
ス
ク
は
風
当
た
り
の
強
い
丘
の
上
に

築
か
れ
て
い
る
の
か
？
⑧
な
ぜ
、
二
千

年
前
の
中
国
の
貨
幣
「
明
刀
銭
」
は
、

本
土
で
は
出
土
せ
ず
沖
縄
だ
け
で
発
見

さ
れ
る
の
か
？
・
・
・
そ
の
他
に
、
護

佐
丸
は
な
ぜ
、
生
没
年
が
不
詳
な
の

か
？
な
ぜ
、
久
高
島
は
、
神
の
島
と
呼

ば
れ
て
い
る
の
か
、
等
他
に
も
各
地
域

の
ロ
ー
カ
ル
性
ゆ
た
か
な
疑
問
点
が
数

多
く
あ
る
。

　

日
本
史
と
違
い
、
東
南
ア
ジ
ア
、
中

国
、
朝
鮮
国
等
と
の
異
国
と
の
交
流
で

育
ま
れ
た
琉
球
の
王
国
史
と
文
化
は
、

会
員
に
つ
き
せ
ぬ
興
味
と
関
心
を
与
え

て
く
れ
て
い
る
。
ま
た
、
会
員
同
士
の

情
報
交
換
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
な
メ

リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
て
い
る
。
①
こ
れ
ま

で
各
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
た
歴
史
用

語
や
表
現
手
法
が
、
歴
史
の
共
通
認

識
に
よ
っ
て
統
一
し
た
歴
史
表
現
で
ガ

イ
ド
で
き
る
。
こ
れ
は
受
け
る
側
の
観

光
客
、
修
学
旅
行
生
に
と
っ
て
も
分
か

り
や
す
く
好
評
で
あ
る
。
②
各
地
域
の

伝
説
、
民
話
等
、
協
同
学
習
し
た
も
の

を
説
明
に
取
り
入
れ
、
よ
り
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
に
あ
ふ
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー

を
県
外
者
に
提
供
で
き
、
琉
球
史
に
関

心
を
も
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
③
現

場
で
得
た
観
光
客
の
新
し
い
ニ
ー
ズ
等

を
、
定
例
研
修
会
で
情
報
交
換
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
ス
ム
ー
ズ
な
ガ
イ
ダ
ン
ス

が
組
み
立
て
ら
れ
る
。
県
外
か
ら
の
観

光
客
に
琉
球
の
歴
史
を
分
か
り
や
す
く

ガ
イ
ド
す
る
こ
と
が
会
の
目
的
で
も
あ

る
が
、
次
の
目
標
に
は
外
国
語
の
ガ
イ

ダ
ン
ス
コ
ー
ス
が
あ
る
。

「琉球歴史の魅力」


